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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
https://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 社会福祉法人を考える14

◆ 2021年度（令和３年度）
事業報告及び決算報告

◆ 僕たち育児休業しました

◆ 施設だより
「○○の秋み～つけた！」
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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター 泉苑ケアセンター
・府中市地域包括支援センター泉苑
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
・府中市地域包括支援センター緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑高齢者在宅サービスセンター
・府中市地域包括支援センターあさひ苑
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・高齢者あんしんセンター神田
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・母子生活支援施設白鳥寮
・子ども家庭支援センターしらとり
・府中市子ども家庭支援センターたっち

季節ごとに趣向をこらしてお客様をお迎えしています。
ほほえみプラザの玄関に向日葵の花と笑顔が咲きました。（岩本町ほほえみプラザ）
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（財務・BCP・広報・ICT等）

（労務・研修・採用・育成・定着等）

経営管理戦略会議

事業責任者
連絡調整
会　　議

・事務局
・ホーム
・センタ　ー
・支援セ　ンター

・介護　　・食事
・看護　　・訓練
・介護予　防
・母子支　援員
・子ども　（学童・保育）

専　門　職
連絡調整
会　　議

評議員選任・解任委員会（3名）

評議員会
（議決機関・11名・任期4年〈再任あり〉）

凡例

選任

内部
牽制

理事会
（意思決定機関・10名・任期2年〈再任あり〉）

以下経営会議を核とした各施設会議

研修推進　会議

ICT推進　会議

広報推進　会議（※）

BCP推進　会議

課　題　別
推進会議

各施設　経営会議

神田事業所府中事業所

事務局
責任者
会議

高齢責任者会議
母子責任者会議

業務執行役員会
（業務執行機関・理事長及び業務執行理事）

監事

会計監査人

法人経営会議
（理事長・執行理事・各施設長等）

内部監査委員会

経営戦略
会議 人事管理戦略会議

社会福祉法人多摩同胞会　ガバナンス体系

テーマ別に当年度計画を推進
するために各施設から選出さ
れたプロジェクト

コンプライアンスやＩＣＴ定
着、業務分担、サービス向上
など事業推進を目的に各施設
の事業責任者で構成する

サービス向上のため事業計画
の推進や職務要件に基づく育
成定着を目的に専門職種別に
構成する
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法人経営を　推進する体制

　当法人は、法人本部を府中市武蔵台におき、本部に泉苑としらとりがあります。「家族を支援します」という法人の役割を果
たすため高齢者福祉・介護と児童福祉・子育て支援を両輪とした本部施設の表札は「家族支援センター」です。
　高齢部門は、府中市に泉苑の他、緑苑とあさひ苑（府中市指定管理）、千代田区にかんだ連雀と岩本町ほほえみプラザ（千代
田区指定管理）、かがやきプラザ相談センター神田地域担当（千代田区委託事業）があります。
　児童部門は、府中市内にしらとりの他、府中市子育て支援センターたっち（府中市委託事業）、府中市外に母子生活支援施設
網代ホームきずながあります。

　本部は、母子生活支援施設から始まり、養護老人ホーム、特別養護老人ホームを開設したので、母と子と高齢者の合同の行
事や地域のみなさまも交えた納涼祭やバザーなどが恒例行事でした。職員の互助組織のあゆみ会の歴史も古く、50年前から
全施設合同で旅行やレクリエーションを職員の家族ぐるみで楽しんでいました。

　このように法人全体での活動が定着していたことが土壌となり、1993（平成5）年あさひ苑、翌年に緑苑が開設し、市内
3 拠点になった頃から当然のように高齢施設・児童施設の施設横断的会議がスタートしました。高齢福祉部門は介護保険制
度施行（2000 年 4月）以降、事業単位の管理体制が求められ、事業別の推進会議（連絡調整会議）と専門職の職種別会議
が発足しました。ヨコラインとタテラインの接点となるのが、法人経営会議です。タテのラインは各施設経営会議、さら
にそのもとに施設ごとの会議が組織されています。

　会議体系の目的は、事業計画のPDCAのサイクルをまわすことですが、全体に通底するのが法人の理念です。法人の理
念は、目には見えないDNAとして全体をつないでいます。

　現在、各会議録はグループウェア上で開示しているほか、業務執行役員と施設長、管理職の業務上の連絡は
LINEWORKSにて発信、共有し、即意見交換等が可能になりました。

　2017（平成 29）年度の社会福祉法改正に伴い、社会福祉法人のあ
り方が整備され、事業を束ねる経営主体として明確になりました。

○評議員会
最高議決機関。評議員は、別に設置する評議員選任・解任委員会
にて選任されます。候補者選出構成は、次のとおり。
（1）学識経験者（高齢福祉・児童福祉）2 名
（2）法人施設所在の自治体の社会福祉協議会　2 名
（3）法人各施設の運営協議会　7 名

○理事会
法人の意思決定機関として責任を負い監事も出席します。理事・
監事は評議員会が選任します。

○業務執行役員会
業務執行機関として、理事会と施設を結びます。理事長と業務執
行理事で構成します。業務執行理事は、事務管理、高齢、母子の
各業務を分担します。事務管理担当理事は事務局長として副理事
長を兼務しています。

○経営戦略会議
業務執行役員会のもとで、法人の基礎となる課題や中長期計画案
の策定等を検討します。法人経営会議メンバーが３つのグループ
にわかれ、2 つの経営戦略会議と内部監査委員会を構成します。

○法人経営会議
法人と各施設、事業をつなぐハブとして機能します。業務執行役
員と各施設の施設長等と事務局本部の事務長で構成し、実務上の
決定機関になっています。

○会計監査人
法人の規模により特定社会福祉法人に該当するため、監査法人を
会計監査人としておいています。

○監事
理事の職務の執行を監査し、監査報告書を作成します。
いつでも理事、職員に事業の報告を求め、調査することができます。

○内部監査委員会
各事業単位に、時期を定めて内部監査委員のもとで相互チェック
を実施、報告書を共有し、事業の改善に役立てます。

（編集：事務局　青木志乃）※季刊しんあい　編集部は広報推進会議に属します。
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■決算報告 （単位：千円） ■決算概況

■会計監査人監査

２
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　2021 年度は、役員の改選期であり、理事及び監事全員が再任され、理事長、業務執行理事も再任が決定しました。評議員は
11 名のうち 8 名が再任、3 名が新任となりました。法人を取り巻く状況は、前年度からの新型コロナウイルスの感染は強弱を
繰り返しながらも収まることはなく、一部の施設ではクラスター化により事業運営に多大な影響が生じる結果となりました。
　また、泉苑における介護事故を発端としたその後の状況は、法人全体にも影響する想定外の対応が求められることとなり、
円滑な利用者サービスを維持するには、大変厳しい職場環境が続き、こうした状況は収支に直結し繰越金の取崩しを余儀なく
され、一段と困難な財務状況となりました。
　業務運営面では、ＩＣＴ機器の導入推進に備えたＩＣＴ活用促進研修の実施やオンライン開催での職員採用説明会の準備等
の取組を進めました。
　内部管理面では、内部管理の基本となる組織規程を整備するとともに、執行体制の強化を目的として、会議体系の見直しを
行うための定款施行細則の改正を行いました。終わりのないウイルスへの対応や介護事故からの混乱の中で、役職員にとって
は厳しい一年となりました。

１）職員状況
　2021 年 3 月 31 日の在籍正職員は 286 名（高齢施設 250 名・母子施設 36 名）平均勤続年数 12.2 年、平均年齢 41.5 歳、男女比：
男性 44％、女性 56％
　入職者 22 名（高齢施設 18 名・母子施設 4 名）、退職者 19 名（高齢施設 14 名・母子施設 5 名）　離職率 6.44％ (2019 年度 5.14％、
2020 年度 7.53％ )
　産休、育児休業制度を 10 名（うち男性職員 2 名）が利用しました。
　採用試験は年間 7 回実施（応募者 36 名、採用内定 24 名、合格率 66.7％）新卒者 3 名を採用しました。
　働きやすい職場環境の整備に向けて就業規則、準職員就業規則、給与規程等の改正を行い、コロナ禍に備えテレワーク就業
細則を施行し活用することができました。

２）新型コロナウイルス感染症の感染状況等
　　2021 年度の陽性者数
　　　利用者（入所）66 名（泉苑 11 名・あさひ苑 43 名・きずな 2 名・しらとり 10 名）
　　　利用者（在宅）10 名（泉苑 2 名・あさひ苑１名・かんだ連雀 3 名・岩本 3 名・たっち 1 名）
　　　職　員　　　　54 名（泉苑 13 名・あさひ苑 26 名・緑苑 2 名・かんだ連雀 4 名・岩本 1 名
　　　　　　　　　　　　　 きずな 1 名・しらとり 3 名・たっち 2 名・事務局 2 名）
　東京都等の援助により 2021 年 11 月からは高齢者施設の職員が週 1 回のＰＣＲ検査を行いました。

３）2020 年度末に発生した介護事故の対応について
　2020 年度末に発生した信愛泉苑の介護事故への対応は、結果として 10 ケ月余りの期間を要することになりました。こうし
た事故が二度と起こらないよう法人の全施設において万全の対応に取り組みました。

■各施設の取組（高齢施設）
１）泉苑
　�　ご利用者の事故への対応やコロナ感染対策に追われましたが、発生状況の検証・改善策の検討を重ねる中で職員のリスク

マネジメント意識が高まり、部署間の情報共有、連携の重要性が強化されました。職員が自主性を発揮して「新たな泉苑」
を構築したい。
２）あさひ苑
　�　特養でクラスターが発生し厳しい 1 年間ではありましたが、感染対策の中で部署間連携が強化され、在宅高齢者支援に関

しては、食事などを通じた見守りの重要性を再認識しました。感染対策の徹底と BCP の見直しを行い次年度につなげます。
３）緑苑
　�　ショートステイは緊急の受け入れ等により目標の実績を達成しました。全室個室対応がコロナ禍のご利用者の安心材料と

なりました。養護老人ホームでは高齢虚弱化したご利用者の意欲や脚力低下が進み通院援助等を見直しました。
４）かんだ連雀
　�　多職種による連携が功を奏し、事業実績が安定し収入は予算 103.4%を達成しましたが、人材紹介料や派遣人件費がかさみ

結果的に財政を立て直すことができませんでした。
５）岩本町ほほえみプラザ
　�　コロナによる利用控え、近隣新設開設により全事業において予算を達成することができませんでした。その中では SNS を

活用しフェイスブック等での情報発信、PR 活動により地域への周知に努めました。
６）かがやきプラザ相談センター
　�　職員の勤務体制をコロナ禍前に戻しました。医療機関に受け入れられないご利用者に対し在宅療養ができるように支援し

ました。

■各施設の取組（児童・母子施設）
１）きずな
　�　市内各所への送迎支援の定期的な実施、建物内侵入防止センサー設置、駆け付け警備を導入し夜間体制の安全を図りました。
２）しらとり
　�　竣工から 25 年経過し、修繕の必要性が高まり修繕計画策定のため建物検査を依頼しました。コロナ禍で計画通りの実施が

できなくなった行事は、分散型などに工夫して実施しました。
３）たっち
　�　感染症対策を徹底しながら、季節や毎月の行事を行いました。次年度の府中市相談部門の移転を踏まえ役割分担等の打合

せをすすめました。

2021年度決算報告概要 2021年度事業報告概要

・2021年度は、泉苑に受難が重なった年であり、その影響が法
人全体の決算に反映しました。

・泉苑では季刊しんあい119号にて「社会福祉法人を考える10～
新型コロナウイルス感染症と～ その２（当法人内のうごき）～」
にて報告されているとおり、2021年5月15日～6月20日終息宣言
まで、新型コロナウイルス感染者が発生し、他施設からの応援
を得て、乗り切りました。この間、併設の短期入所生活介護や
通所介護、認知症対応型通所介護は事業休止となりました。事
業休止による減収や、保健衛生費の増、応援職員も含めた特別
手当の支給などが数字上に反映しています。
　加えて、前年度末に発生した事件により、約1年間、泉苑の特
別養護老人ホームにて新規入所の受け入れを停止していたこと
の影響が甚大でした。泉苑の特別養護老人ホームの利用実績は
4月：93.1％→3月：67.9％に大幅に減少しました。サービス活動
収益計は、約△8,300万円の減収となりました。
・またあさひ苑も2022年2月～3月に特別養護老人ホームにて集
団感染が発生したこと等により、約△1,000万円の減収となりま
した。
　法人全体のサービス活動収益計は、33億7,141万円で、泉苑等
の減収のほか、前年度は法人本部拠点に高額の寄附金等があっ
たこともあり、前年度に比べて△1億4,500万円以上の大幅な減収
となりました。

・一方、費用については、法人全体のサービス活動費用計は、
34億2725万円、前年度より＋479万円の増にとどまりましたが、
人件費は増となりました。
・人件費は26億1124万円、減収となっても固定費化しているた
め収益の約7割を占めています。職員の給料、派遣職員費、法定
福利を中心に前年度比＋4,300万円の増となりました。
・事業費は、利用実績減に伴い給食費は減、前年度は補助金に
よる感染対策用品等を購入したため総額では前年度より減とな
りましたが、電気料金の単価増等により水道光熱費が急速に膨
張しています。事務費も同様に前年度補助金による物品購入の
ため、全体では減となりました。ただ岩本町ほほえみプラザの
送迎委託業務をはじめ、業務委託費は増傾向です。

・経営上の収益状況を端的に表す経常増減差額率は、2019年度
0.65％、2020年度は3.2％でしたが、2021年度は経常増減差額がマ
イナスのため△2.0％となりました。

・資金収支計算書における事業活動資金収支差額は5,578万円で
すが、当期資金収支差額は△1億1483万円であり、法人全体で赤
字決算となりました。このうち泉苑の赤字が△7,015万円、過去
の収支差額の累計である前期末支払資金残高にて補填し、併せ
て次年度の夏季賞与の財源を確保するために賞与積立資産の積
立を行いました。その他、信愛寮としらとりにて施設整備等積
立資産を積み立て、前期末支払資金残高を充当しました。

・2021年度は、特殊事情が重なった特異な年度とし赤字につい
ては前期末支払資金残高により充当し、のりきりました。
次年度以降の回復は最優先課題です。

　特定社会福祉法人として、2016 年度から PwC あらた
有限責任監査法人による会計監査人監査を受けています。
2021 年度は 5 年度目となりましたが、感染が一時おちつ
いた時期に拠点往査を実施し、主にオンラインにて監査
が行われました。
　監査報告会（2022 年 6 月 3 日）にて、「無限定適正意見」
を受け、法人運営や決算の適正性について客観的に担保
されました。

資金収支計算書� （自）令和３年４月１日　（至）令和４年３月31日

勘定科目 決算
事業活動収入計 (1) 3,388,431
事業活動支出計 (2) 3,332,650
事業活動資金収支差額 (3=1-2) 55,781
施設整備等収入計 (4) 26,188
施設整備等支出計 (5) 62,434
施設整備等資金収支差額 (6=4-5) △ 36,246
その他の活動収入計 (7) 87,392
その他の活動支出計 (8) 221,760
その他の活動資金収支差額 (9=7-8) △ 134,368
予備費支出 (10) 0
当期資金収支差額合計 (11=3+6+9-10) △ 114,833

前期末支払資金残高 (12) 590,881
当期末支払資金残高 (11+12) 476,049

事業活動計算書� （自）令和３年４月１日　（至）令和４年３月31日

勘定科目 決算
介護保険事業収益 2,611,243
老人福祉事業収益 201,400
児童福祉事業収益 378,504
その他の事業収益 172,196
経常経費寄附金収益 2,648
その他の収益 5,420
サービス活動収益計 (1) 3,371,410
人件費 2,370,788
事業費 498,077
事務費 456,396
利用者負担軽減額 503
減価償却額 240,097
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 139,195
徴収不能額 0
徴収不能引当金繰 585
その他の費用 0
サービス活動費用計 (2) 3,427,252
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 55,841
サービス活動外収益計 (4) 17,021
サービス活動外費用計 (5) 7,034
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 9,987
経常増減差額 (7=3+6) △ 45,854
特別収益計 (8) 26,641
特別費用計 (9) 21,401
特別増減差額 (10=8-9) 5,240
当期活動増減差額 (11=7+10) △ 40,614

貸借対照表� （令和４年３月31日現在）

資産の部 負債の部
流動資産 689,799 流動負債 356,357
固定資産 7,437,429 固定負債 424,686

基本財産 4,418,870 負債の部合計 781,043
その他の固定資産 3,018,559 純資産の部

基本金 1,648,247
国庫補助金等特別積立金 2,218,743
その他の積立金 2,259,978
次期繰越活動増減差額 1,219,216
（うち当期活動増減差額） △ 40,614

純資産の部合計 7,346,184
資産の部合計 8,127,227 負債及び純資産の部合計 8,127,227
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６７

施
設
入
所
概
況

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 地域密着型特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム
特養計

養護老人ホーム 高齢者住宅 グループホーム ケアハウス 包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
件
数

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 かんだ連雀 かがやき
概　

況

きずな 白鳥寮

相
談

－ －

相
談

養護 1,087 

泉苑 あさひ苑 信愛緑苑 信愛緑苑 かんだ連雀 信愛寮 うらら多磨 いわもと いわもと 来所 214 件 107 件 270 件 591 件 524 件 716 件 世帯数 31 26 － － 虐待 487 

定員 110 人 100 人 60 人 20 人 59 人 349 人 50 人 13 人 9 人 20 人 電話 3,137 件 3,038 件 2,778 件 8,953 件 5,163 件 3,862 件 母親平均年齢 35.7 35.6 － － 保健 21 

利用実績（％） 79.4 ％ 94％ 93.5 ％ 94.2 ％ 97.0％ 89.8%％ 88.3 ％ 94.9％ 77.5％ 86.3％ 訪問 1,194 件 1,467 件 1,379 件 4,040 件 5,464 件 556 件 子ども平均年齢 6.6 5 － － 障害 4 

平均年齢 88.2 歳 86.5 歳 89.6 歳 90.1 歳 88.0 歳 88.3 歳 82.3 歳 84.8 歳 89.9 歳 82.2 歳 その他 805 件 1,014 件 681 件 2,500 件 3,739 件 334 件

入
所
理
由

住宅困窮 4 3 － － 不登校 4 

人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 合計 5,350 件 5,626 件 5,108 件 16,084 件 14,890 件 5,468 件 経済困窮 0 0 － － 性格行動 56 

入所期間１月以内 2 3% 2 3% 1 2% 1 6% 1 2% 7 2% 0 0% 0 0% 2 22% 0 0% 相談実人数 1,133 人 1,463 人 737 人 3,333 人 3,159 人 1,092 人 借金 0 0 － － 育児しつけ 87 

１～６月 0 0% 3 4% 10 17% 2 11% 3 5% 18 6% 3 7% 3 23% 0 0% 0 0% 心身障害 0 0 － － その他 14 

６月～１年 0 0% 9 12% 5 9% 4 22% 6 10% 24 8% 1 2% 0 0% 2 22% 3 18%
包
括
予
防
プ
ラ
ン

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 かんだ連雀 異性問題 0 0

１年～３年 27 36% 27 36% 13 22% 5 28% 15 25% 87 32% 13 29% 2 15% 1 11% 11 65% 件 構成比 件 構成比 件 構成比 件 構成比 件 構成比 夫の暴力 27 21

３年～５年 20 26% 13 18% 15 26% 2 11% 12 20% 62 21% 6 13% 4 31% 2 22% 2 12% 要支援 1 555 26% 1,098 45% 510 29% 2,163 34% 419 39% 日常生活欠如 0 0

５年以上 27 36% 20 27% 14 24% 4 22% 22 37% 87 31% 22 49% 4 31% 2 22% 1 6% 要支援 2 1604 74% 1,345 55% 1,235 71% 4,184 66% 645 61% 養育困難 0 1 合計 － 合計 1,760 

平均入所年 4.4 100% 3.6 100% 3.2 100% 3.0 100% 4.4 100% 3.7 100% 6.8 100% 4.2 100% 3.5 100% 2.0 100% 合計 2,159 100% 2,443 100% 1,745 100% 6,347 100% 1,064 100% その他 0 1
ひ
ろ
ば

登録児童計 217 
ひ
ろ
ば

登録児童計 978 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 うち（介護予防
ケアマネジメント） 792 37% 945 39% 655 38% 2,392 38% 678 64% 合計 31 26 市内 204 市内 972 

施
設
入
所
者
状
況

泉苑 あさひ苑 信愛緑苑 地域密着型特別養護老人ホーム かんだ連雀 特養計 信愛寮 うらら多磨 グループホーム ケアハウス

退
所
理
由

公営住宅 7 5 市外 13 市外 6 

介護度 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比

居
宅
ケ
ア
プ
ラ
ン

泉苑 あさひ苑 府中地区計 かんだ連雀 結婚 0 1 延利用者数 1,904 延利用者数 18,486 

自立 31 69% 1 8% 0 0% 3 18% 件 構成比 件 構成比 件 構成比 件 構成比 引き取り 3 0 オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム

実施回数 0
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育

登録児童計 210 

要支援１ 4 9% 2 15% 0 0% 4 24% 要支援 1 35 3% 35 3% 70 3% 0 0% 世帯変化 1 2 参加者延組数 0 市内 209 

要支援２ 1 2% 4 31% 0 0% 4 24% 要支援 2 85 7% 60 5% 145 6% 12 1% ` 生活困難解消 2 0 参加者延人数 0 市外 1 

要介護１ 1 1% 0 0% 0 0% 0 0% 1 2% 2 1% 3 7% 3 23% 3 33% 2 12% 要介護１ 448 37% 438 36% 886 37% 565 41% 生活環境改善 0 3 ボラ延人数 0 利用者数計 897 

要介護２ 7 9% 5 7% 0 0% 1 6% 2 3% 15 5% 0 0% 3 23% 3 33% 3 18% 要介護２ 332 27% 378 31% 710 29% 326 24% 生活課題解消 2 0

サ
ー
ビ
ス
事
業

トワイライト 市内 897 

要介護３ 23 30% 36 49% 14 24% 3 17% 25 42% 102 34% 4 9% 0 0% 3 33% 1 6% 要介護３ 149 12% 77 6% 226 9% 263 19% その他 1 0 実人員 23 市外 0 

要介護４ 18 24% 23 31% 23 40% 9 50% 19 32% 91 33% 2 4% 0 0% 0 0% 0 0% 要介護４ 111 9% 137 11% 248 10% 105 8% 合計 16 11 延人員 1,143 フ
ァ
ミ
リ
ー　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

依頼会員 1,541 

要介護５ 27 36% 10 14% 21 36% 5 28% 12 20% 75 28% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 要介護５ 51 4% 85 7% 136 6% 96 7%

入
所
期
間

１年未満 15 9 ショートステイ 提供会員 437 

平均介護度 3.8 100% 3.5 100% 4.1 100% 3.9 100% 3.6 100% 3.8 100% 100% 100% 2.7 100% 100% 合計 1,211 100% 1,210 100% 2,421 100% 1,367 100% ２年未満 10 10 実人員 10 両方会員 44 

 ＊要支援１・２は一部包括予防プランと重複 ３年未満 5 6 延人員 49 ペアリング件数 52 

短
期
入
所
事
業

泉苑 あさひ苑 信愛緑苑 府中地区計 かんだ連雀 岩本町 神田小計 信愛寮 ４年未満 0 0 活動件数 2,131 

人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比

訪
問
介
護
事
業

うらら多磨 かんだ連雀 定期巡回随時対応
型訪問介護看護

千代田区在宅支援
ホームヘルプサービス ５年未満 1 1

定員 15 10 10 35 0 20 20 4 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 ６年未満 0 0

利用実績（％） 63.8％ 76.2％ 87.5 ％ 74.1％ 0％ 79.5％ 79.5 ％ 11.9 ％ 経過的要介護 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 10 年未満 0 0

要支援１ 1 1% 1 1% 0 0% 2 1% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 他 19 名自立又は未申請 要支援 1 2 5% 11 18% 0 0% 0 0% 10 年以上 0 0

要支援２ 4 4% 7 8% 2 4% 13 5% 0 0% 2 2% 2 2% 3 75% 要支援 2 12 27% 15 24% 0 0% 0 0% 平均入所期間 １年４ヶ月 1年5ヶ月

要介護１ 23 22% 20 22% 13 28% 56 23% 0 0% 20 17% 20 17% 1 25% 要介護１ 15 34% 10 16% 3 36% 1 25% 緊
急
一
時
保
護
事
業

利用実世帯 6 0

要介護２ 27 26% 21 23% 11 23% 59 25% 0 0% 34 29% 34 29% 0 0% 要介護２ 10 23% 14 23% 4 29% 2 50% 利用実人員 15 0

要介護３ 25 24% 14 16% 8 17% 47 20% 0 0% 39 33% 39 33% 0 0% 要介護３ 3 7% 3 5% 6 21% 0 0% 利用延べ世帯 27 0

要介護４ 14 14% 16 18% 9 19% 39 16% 0 0% 16 14% 16 14% 0 0% 要介護４ 1 2% 5 8% 1 7% 1 25% 利用延べ人員 68 0

要介護５ 9 9% 11 12% 4 9% 24 10% 0 0% 7 6% 7 6% 0 0% 要介護５ 1 2% 4 6% 0 7% 0 0%

平均介護度 2.5 100% 2.2 100% 2.5 100% 3.0 100% 0.0 0% 2.6 100% 2.6 100% 100% 計 44 人 62 人 14 人 4 人

    ＊空床２ 　 ＊自立支援ｼｮｰﾄ（市事業）は、原則、自立又は未申請者対象 平均介護度 1.4 100% 1.4 100% 2.2 100% 2.0 100%

通
所
介
護
事
業
（
含
予
防
）

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 かんだ連雀 岩本町 神田地区計 合計

人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比

介
護
予
防
推
進
事
業
（
府
中
地
区
）

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計

定員（１日） 30 50 80 15 30 45 125 元気アップ 69 回 78 回 119 回 266 回

利用実績（％） 67.1 ％ 66.1 ％ 66.5 ％ 68.9％ 63.9％ 65.6 ％ 66.1 ％ 登録者数 63 人 42 人 192 人 297 人

要支援１ 4 3% 14 9% 18 6% 1 4% 1 1% 2 2% 20 5% 延人数 450 人 349 人 710 人 1,509 人

要支援２ 11 9% 13 8% 24 9% 1 4% 4 4% 5 4% 29 7% 第一期元気アップ 59 回 38 回 38 回 135 回

要介護１ 37 31% 55 35% 92 33% 9 33% 25 25% 34 27% 126 31% 登録者数 53 人 21 人 74 人 148 人

要介護２ 28 23% 42 27% 70 25% 7 26% 32 32% 39 31% 109 27% 延人数 378 人 160 人 374 人 912 人

要介護３ 24 20% 10 6% 34 12% 4 15% 20 20% 24 19% 58 14% 第二期元気アップ 0 回 0 回 0 回 0 回

要介護４ 9 8% 17 11% 26 9% 4 15% 8 8% 12 10% 38 9% 登録者数 0 人 0 人 0 人 0 人

要介護５ 7 6% 7 4% 14 5% 1 4% 9 9% 10 8% 24 6% 延べ人数 0 人 0 人 0 人 0 人

平均介護度 2.2 100% 1.7 100% 1.9 100% 2.1 100% 2.4 100% 2.3 100% 2.0 100% 第三期元気アップ 10 回 40 回 81 回 131 回

登録者数 10 人 21 人 118 人 149 人

通
所
介
護
事
業
（
認
知
）

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 かんだ連雀 岩本町 神田地区計 合計 延べ人数 72 人 189 人 336 人 597 人

人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 人 構成比 　 ( 回数：クール）　 　 　 　 　 　

定員（１日） 10 12 22 12 12 34

利用実績（％） 26.4 ％ 75.9 ％ 53.4 ％ 30.3％ 37.8％ 47.9 ％

要支援１ 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

要支援２ 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

要介護１ 4 29% 12 33% 16 32% 1 7% 1 7% 17 27%

要介護２ 2 14% 7 19% 9 18% 3 21% 4 29% 13 21%

要介護３ 3 21% 10 28% 13 26% 8 57% 5 36% 18 29%

要介護４ 4 29% 4 11% 8 16% 2 14% 2 14% 10 16%

要介護５ 1 7% 3 8% 4 8% 0 0% 1 7% 5 8%

平均介護度 2.7 100% 2.4 100% 2.5 100% 2.8 100% 2.8 93% 2.7 100%

苦
情
相
談
件
数

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 かんだ連雀 岩本町 神田地区計 合計

介護老人福祉施設 0 件 0 件 1 件 1 件 0 件 0 件 0 件 1 件

居宅介護支援 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

デイ 0 件 1 件 0 件 1 件 0 件 1 件 1 件 2 件

ショート 1 件 0 件 1 件 2 件 0 件 0 件 0 件 2 件

訪問介護 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

支援センター 0 件 0 件 1 件 1 件 0 件 0 件 0 件 1 件

その他 0 件 1 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 1 件

合計 1 件 2 件 3 件 6 件 0 件 1 件 1 件 7 件

地
域
デ
イ

登録者数 泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 岩本町（介護予防事業）

月 18 人 7 人 16 人 41 人 ヨガ 28 回 310 人

火 5 人 5 人 書道 28 回 224 人

水 0 人 太極拳 21 回 130 人

木 17 人 8 人 14 人 39 人 カラオケ 0 回 0 人

金 8 人 5 人 17 人 30 人 スポーツ吹き矢 0 回 0 人

土 16 人 23 人 39 人 うた声サロン 11 回 92 人

合計 59 人 25 人 70 人 154 人 ビリヤード 0 回 0 人

絵手紙 8 回 36 人

合計 96 回 792 人

苦
情
相
談
件

きずな しらとり たっち 合計

利用者 1 件 0 件 0 件 1 件

事業所 0 件 0 件 0 件 0 件

職員 0 件 0 件 0 件 0 件

その他 0 件 0 件 0 件 0 件

合計 1 件 0 件 0 件 1 件

泉苑 あさひ苑 緑苑 府中地区計 岩本 合計

食
事
サ
ー
ビ
ス

配達
登録者数 57 人 48 人 105 人 12 人 117 人

年間食数 5,393 食 5,574 食 10,967 食 1,042 食 12,009 食

持帰
登録者数 33 人 37 人 70 人 24 人 94 人

年間食数 1,801 食 4,241 食 6,042 食 842 食 6,884 食

訪問食事 登録者数 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

昼　食　会 0 食 0 食 0 食 0 食 0 食 0 食

職員給食 1,507 食 1,884 食 2,449 食 5,840 食 5,840 食

計 8,701 食 11,699 食 2,449 食 22,849 食 1,884 食 24,733 食

　社会福祉法人　多摩同胞会　2021 年度　事業実績報告一覧　　　　（自 2021 年 4 月 1 日 ～ 至 2022 年 3 月 31 日）

★ 高齢者施設（泉苑・あさひ苑・うらら多磨・緑苑・連雀・岩本・かがやき）	 　　★母子生活支援施設（きずな・白鳥寮）	 　★子ども家庭支援センターしらとり　★子ども家庭支援センターたっち
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今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
く
、
暑
い
日
が
多
い
夏
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
は
続
き
そ
う
で
す
が
、
虫
の
声
や
空
模
様
な
ど

秋
の
訪
れ
に
よ
る
自
然
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
各
施
設
か
ら
の
秋
の
お
た
よ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

食
べ
る
？
運
動
す
る
？
作
っ
て
み
る
？

「
○
○
の
秋
み
～
つ
け
た
！
」

９ ８

　

秋
は
何
だ
か
物
悲
し
い
季
節
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
お
彼

岸
も
あ
る
の
で
、
よ
り
一
層
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
秋
に
は
敬
老
週
間
が
あ
り
ま
す
。
私
が
入
職
し

た
て
の
頃
、
こ
こ
で
は
敬
老
の
日
は
新
年
を
迎
え
る
よ
り

お
め
で
た
い
こ
と
な
の
だ
と
聞
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
な
る
べ
く
多
く
の
方
が
祝
賀
会
に
参
加
し
て
、

体
へ
の
負
担
を
少
な
く
楽
し
め
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

記
念
品
の
贈
呈
で
は
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
手
元
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
家
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
る
と
、
皆
さ
ん
感
極
ま
り
涙
し

て
い
た
光
景
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
さ
し
さ

に
触
れ
こ
ち
ら
ま
で
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
は
気
分
を
変

え
て
懐
メ
ロ
を
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
、
職
員
の
余
興

を
楽
し
ん
だ
り
と
会
場
全

体
で
盛
り
上
が
り
、
い
つ

ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
熱

い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。食

事
係
（
調
理
師
）　

伊
藤　

紀
子

　

緑
苑
（
特
養
）
の
東
館
で
は
風
船
バ
レ
ー
な
ど
身
体
を

動
か
す
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
風
船
バ
レ
ー
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
風
船
は
上
か
ら
来
る
事
が
多
い
の
で
、
お
の
ず
と

自
然
に
背
筋
を
伸
ば
し
て
、
胸
が
開
い
た
姿
勢
に
な
り
、

ま
た
足
を
踏
ん
張
る
こ
と
で
体
幹
が
安
定
す
る
な
ど
良
い

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
軽
く
ゆ
っ
く
り
と
動
く
風
船
は
、

利
き
手
で
な
く
て
も
容
易
に
打
ち
返
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

色
々
な
効
能
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
楽
し
そ
う
に
参
加

さ
れ
自
然
と
笑
顔
が
引
き
出
さ
れ
、
こ
れ
が
一
番
の
元
気

の
秘
訣
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
加
す
る
職

員
も
ご
利
用
者
様
か
ら
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
身

体
を
動
か
し
た
後
は

食
欲
も
わ
き
お
箸
の

進
み
も
良
く
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
増
や
し
て
食
欲

の
秋
を
堪
能
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
介
護
員

（
介
護
福
祉
士
）

　

村
上　

悟

　

泉
苑
で
は
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
年
間
計
画
に
従
っ
て

様
々
な
テ
ー
マ
で
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

非
常
食
は
ど
こ
に
何
が
置
い
て
あ
る
の
か
、
い
つ
使
う
の

か
、
お
湯
は
ど
う
や
っ
て
ど
こ
で
沸
か
す
の
か
…
、
等
様
々

な
こ
と
を
想
定
し
て
い
ざ
と
い
う
時
に
食
事
の
提
供
を
で
き

る
よ
う
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
炊

き
出
し
を
テ

ー
マ
に
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス

ボ
ン
ベ
を
使

っ
て
湯
沸
か

し
の
訓
練
を

行
な
い
ま
し

た
。
ガ
ス
を

設
置
し
、
五

徳
の
上
に
鍋

を
置
い
て
お
湯
を
沸
か
し
た
の
で
す
が
、
想
定
し
て
い
た
よ

り
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

災
害
等
、
何
も
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
何
か
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
時
に
も
焦
ら
な
い
、
困
ら
な
い
、
足
り
な
い
こ

と
が
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
備
え
て
い
き
ま
す
。

食
事
係
（
管
理
栄
養
士
）　

菊
嶋　

希
予
乃

あさひ苑

緑 苑

泉　苑

敬
老
の
秋

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

～
食
欲
の
秋

防
災
の
秋

　多摩同胞会では、2005 年（平成 17 年）から一般事業主行動
計画を策定・公表し、雇用環境の整備を行い次世代育成支援に
取り組んでいます。
第５期計画期間（2018 年（平成 30年）10月１日～ 2021 年（令
和３年）９月 30 日）は昨年度終了しましたが、この計画期間中
の男性の育児休業取得者が３名（配偶者が出産した男性職員は
９名）となり、男性の育児休業取得率は 33％となりました。現
在進行中の第６期事業計画では男性職員の育児休業取得率 50％
を目標にしています。

　2022 年４月から 2023 年４月にかけて育児休業制度は３回に分けて改正があり、なかでも 2022 年 10 月の改正はかなりイン
パクトのあるものです。これは男性の育児休業取得を促進するもので、子の出生直後の時期の柔軟な育児休業として出生時育児
休業（産後パパ育休）、１歳までの育休の分割取得制度が創設されます。
　育児休業は、残される職場の仲間にも大きな負担がかかりますし、取得する当の本人も後ろめたい気持ちもあると思います。
業務の見直しによる効率的な働き方の推進や代替職員の確保に努め、「お互いさまだよね！」と助け合える職場づくりを進めて行
きたいと思います。

　今回は、育児休業制度を利用した２名の男性職員とその上司にお話しを伺いました。

宮
城
　
朝
日
　

（
し
ら
と
り
・
少
年
指
導
員
。
育
休
時
は
、た
っ
ち
・
地
域
支
援
ワ
ー
カ
ー
で
し
た
）

お
子
さ
ん
の
出
生
日
　
２
０
２
０
年
２
月
８
日

育
児
休
業
期
間
　
２
０
２
０
年
４
月
８
日
〜
２
０
２
０
年
５
月
31
日

育
児
休
業
を
し
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　
妻
の
出
産
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
重
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
が
休
校
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
小
学
生
の
長
女
が
長
時
間
家
で
過
ご

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
妻
の
負
担
軽
減
を
考
え
て
育
休
取
得
を
申
請
し
ま
し

た
。

取
得
に
あ
た
り
、
職
場
で
業
務
の
引
継
ぎ
等
準
備
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち
の
交
流
ひ
ろ
ば
が
閉
館
し

て
い
た
の
で
、
大
き
な
引
継
ぎ
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
休
む
前
は
、
開

館
後
に
使
用
す
る
制
作
物
等
の
準
備
を
出
来
る
限
り
行
い
ま
し
た
。

育
児
休
業
中
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
か
。

　
外
出
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
洗
濯
や
皿
洗
い
、
掃
除

等
の
家
事
を
し
た
り
、
子
ど
も
と
遊
び
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど
も

と
の
時
間
を
大
切
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

育
児
休
業
を
取
得
し
た
感
想
は
。

　
２
カ
月
も
の
長
い
間
、
子
ど
も
た
ち

と
１
日
中
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
成
長
を
間
近
で
見
守
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
間
も
業
務
を
行
な
い
、

ひ
ろ
ば
（
職
場
）
を
守
っ
て
く
れ
、
仕

事
復
帰
後
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ

た
「
た
っ
ち
」
の
職
員
に
は
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
宮
城
さ
ん
へ

『
パ
パ
育
休
』
で
た
っ
ぷ
り
お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
過
ご
し
て
復
帰
し
た
宮
城

さ
ん
は
、
自
信
を
も
っ
て
来
所
し
た
お
子
さ
ん
達
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
方
に
共
感
で
き
る
場
面
も
多
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち
統
括
セ
ン
タ
ー
長
　
畑
山
恭
子

僕たち、
育児休業しました
僕たち、
育児休業しました
僕たち、
育児休業しました

伊
藤
　
裕
太
　

（
か
ん
だ
連
雀
ホ
ー
ム
介
護
職
　
リ
ー
ダ
ー
）

お
子
さ
ん
の
出
生
日
　
２
０
２
１
年
11
月
９
日

育
児
休
業
期
間
　
２
０
２
１
年
11
月
12
日
〜
２
０
２
１
年
12
月
12
日

育
児
休
業
を
し
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　
私
に
は
子
ど
も
が
３
人
い
ま
す
。
今
回
は
３
人
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と

き
に
育
児
休
業
を
取
得
し
ま
し
た
。
２
人
目
の
時
に
も
育
児
休
業
し
て
い
ま
す
。

１
人
目
の
時
は
ま
だ
子
育
て
の
大
変
さ
を
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
育
児
休
業
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
人
目
、
３
人
目
の
時
は
、
妻
の
産

後
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
決
め
ま
し
た
。

取
得
に
あ
た
り
、
職
場
で
業
務
の
引
継
ぎ
等
準
備
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は
、
特
養
フ
ロ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
引
継
ぎ
は
大
変
で
し
た
。
普
段
自

分
が
行
っ
て
い
る
業
務
を
洗
い
出
し
、
会
議
の
準
備
や
業
務
の
申
送
り
等
の
段

取
り
を
ま
と
め
て
フ
ロ
ア
の
職
員
へ
引
継
ぎ
ま
し
た
。
不
在
の
間
、
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
他
、
多
く
の
方
の
協
力
も
あ
り
、
業
務
が
滞
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

育
児
休
業
中
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
か
。

　
子
ど
も
の
幼
稚
園
の
送
迎
等
が
あ
っ
た
の
で
、
妻
と
育
児
を
分
担
し
ま
し
た
。

夜
の
授
乳
や
お
む
つ
替
え
は
妻
が
行
い
、
そ
の
間
に
自
分
は
寝
て
、
朝
の
準
備
・

幼
稚
園
の
お
弁
当
作
り
、
上
の
２
人
の
子
の
送
り
迎
え
等
を
担
当
し
ま
し
た
。

少
し
空
い
た
時
間
に
部
屋
の
模
様
替
え
が
出
来
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
暇
も
な
く
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た…

。

育
児
休
業
を
取
得
し
た
感
想
は
。

　
新
生
児
の
子
ど
も
と
触
れ
合
え
た
こ
と
、
妻
の
家
事
、
育
児
の
負
担
軽
減
が

で
き
た
こ
と
が
あ
っ
て
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

休
む
に
あ
た
っ
て
は
、
周
囲
の
理
解
や
、
業
務
の
引
継
ぎ
も
あ
る
た
め
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
ち
ゃ
ん

と
家
事
を
行
っ
て
い
な
い
と
逆

に
家
族
に
負
担
を
か
け
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
普
段
か

ら
家
事
を
や
っ
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

施
設
長
か
ら
伊
藤
さ
ん
へ

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
時
間
の
経
過
の
中
で
不
可
逆
的
に
進
行
し
ま
す
。

家
族
と
の
関
わ
り
を
味
わ
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
つ
か
み
損
ね
て
も
後
戻
り

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
積
極
的
に
つ
か
み
に
行
っ
た
彼
の
意
欲
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
だ
連
雀
　
施
設
長
　
金
井
英
明
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き
ず
な
保
育
室
で
は
秋
の
製
作
を
し
ま
し
た
。
製
作
準

備
と
し
て
、
職
員
が
絵
の
具
を
つ
け
た
画
用
紙
を
ジ
ッ
プ

ロ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
て
い
る
と
チ
ラ
チ
ラ
と
視
線
が
。
何

を
し
て
い
る
の
か
と
、
子
ど
も
が
遠
く
の
方
か
ら
職
員
の

行
動
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
声
を
か
け
る
と
す
ぐ
に
駆
け

寄
り
、
興
味
津
々
な
様
子
。
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
の
上
か
ら
絵

の
具
を
触
っ
た
り
押
し
て
み
た
り
し
て
「
わ
あ
！
」
と
不

思
議
な
感
触
に
驚
き
な
が
ら
も
喜
び
、
赤
色
と
青
色
の
2

色
を
押
し
な
が
ら
混
ぜ
る
と
そ
の
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い

ま
す
。

　

ど
こ
を
触
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
変
化
を
一
緒

に
考
え
な
が
ら
感
触
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

絵
の
具
が
乾
い
た
後
は
職
員
が
少
し
だ
け
仕
上
げ
を
し
て
、

秋
の
代
表
“
さ
つ
ま
い
も
”
の
完
成
！

　

製
作
を
通
し
て
子
ど
も
と
一
緒
に
秋
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
1
日
で
し
た
。

保
育
（
保
育
士
）　

小
林
さ
く
ら

　

し
ら
と
り
ひ
ろ
ば
で
は「
運
動
し
よ
う
！
」と
数
日
間

ひ
ろ
ば
内
に
、ト
ン
ネ
ル
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、マ
ッ
ト
を

設
置
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
講
座
等
の
開
催

が
難
し
い
中
、遊
び
に
来
て
く
だ
さ
る
お
子
さ
ん
や
ご

家
族
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

こ
う
と
企
画
し
た
ひ
と
つ
で
す
。当
日
は
普
段
利
用
し

て
い
る
親
子
が
友
人
を
誘
い
あ
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
る
な
ど
、活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。「
い
つ
も
と

ち
が
う
！
」
と
設
置
遊
具
に
す
ぐ
に
気
が
付
く
子
、

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
で
じ
っ
く
り
遊
ぶ
子
、マ
ッ
ト
の
昇
降
を

何
度
も
繰
り
返
す
子
な
ど
過
ご
し
方
は
様
々
で
し
た
が
、

帰
る
際
に
は「
楽
し
か
っ
た
」と
の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

ひ
ろ
ば
の
ご
利

用
者
に
壁
面
装

飾
や
企
画
を
通

し
て
季
節
を
感

じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、そ
れ
ら

を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
多
く
の

こ
と
を
共
有
で

き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
支
援
ワ
ー
カ
ー（
保
育
士
）　

大
谷　

千
夏

　

お
い
し
い
た
べ
も
の
が
た
く
さ
ん
旬
を
迎
え
る
食
欲
の

秋
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
な
サ
ツ
マ
イ
モ
や
梨
な
ど

の
季
節
で
す
ね
。

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
達
も
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
体
も
大

き
く
な
っ
て
く
る
時
期
か
と
思
い
ま
す
。

　

「
う
ち
の
子
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い
大
き
く
な
っ
て
い
る

か
な
？
」
と
思
わ
れ
る
親
御
さ
ん
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

た
っ
ち
の
総
合
受
付
に
あ
る
保
健
室
で
は
、
水
・
木
・

金
曜
日
の
10
時
～
12
時
と
14
時
～
18
時
に
身
体
測
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
測
定
で
き
る
曜
日
と
時
間
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
予
約
不
要
で
測
定
が
で
き
ま
す
。
定
期
的
に
測

定
に
来
て
下
さ
る
お
子
さ
ん
も
い
る
の
で
、
「
大
き
く
な

っ
て
い
る
か
な
～
？
」
と
職
員
も
一
緒
に
成
長
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
も
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
み
ん
な
大
き
く
な
っ

た
か
な
？

総
合
受
付
（
社
会
福
祉
士
）　

恩
智　

温
子

　

よ
う
や
く
夏
の
暑
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
過
ご
し
や
す
く
、

読
書
や
勉
強
に
も
打
ち
込
み
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
、

か
が
や
き
プ

ラ
ザ
相
談
セ

ン
タ
ー
は
24

時
間
365
日
、

相
談
体
制
を

と
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ

う
な
相
談
に

も
対
応
で
き

る
よ
う
に
政

策
や
制
度
の

変
更
を
相
談

者
に
説
明
で

き
る
よ
う
に
理
解
し
、
そ
し
て
時
代
の
変
化
に
伴
う
多
様

な
価
値
観
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
相
談
員
は
常
に
勉
強

を
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
年
度
は
「
尊
厳
」
を

学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
倫
理
綱

領
」。
専
門
職
の
土
台
と
な
る
べ
き
倫
理
綱
領
で
す
が
、

業
務
に
追
わ
れ
て
し
ま
う
と
見
失
い
が
ち
に
な
り
ま
す
の

で
、
よ
い
学
び
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

相
談
員
（
介
護
福
祉
士
）　

福
本　

美
希

　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
神
田
（
千
代
田
区
神
田
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、「
神
田
で
元
気
に
な
が

い
き
教
室
」
を
開
催
し
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
役
立

つ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
受
講
者
の
皆

さ
ま
に
施
設
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
町
会
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ

ー
神
田
の
職
員
が
地
域
に
出
向
い
て
講
座
を
開
催
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
、
最
初

の
町
会
向
け
出
張
講
座

は
５
月
２
１
日
、
西
神

田
町
会
へ
。
町
会
長
を

は
じ
め
、
婦
人
部
長
、

福
祉
部
長
や
各
関
係
者

の
ご
協
力
の
も
と
、
14

名
の
参
加
者
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
、
皆

さ
ん
熱
心
に
受
講
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
情
報
を
知
る
事
の

大
切
さ
、
活
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
改
め
て
気
が
付
い
た
」「
福
祉
・
介
護
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
回
は
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
に
向
け

て
発
信
し
て
い
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
談
員(

社
会
福
祉
士)　

友
田　

充
洋

「
♪
秋
の
夕
日
に
照
る
山
も
み
じ　

濃
い
も
薄
い
も
数
あ

　
　

る
中
に
♪
」（
も
み
じ
）

「
♪�

誰
か
さ
ん
が
見
つ
け
た
♪
」（
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
）

「
♪
静
か
な
静
か
な
里
の
秋
♪
」（
里
の
秋
）

「
♪
ま
っ
か
だ
な　

ま
っ
か
だ
な　

つ
た
の
葉
っ
ぱ
が　

　
　

ま
っ
か
だ
な
♪
」（
ま
っ
か
な
秋
）

「
♪
ふ
け
ゆ
く
秋
の
夜　

旅
の
空
の
♪
」（
旅
愁
）

「
♪
夕
空
は
れ
て　

あ
き
か
ぜ
ふ
き
♪
」（
故
郷
の
空
）

　

秋
に
ち
な
ん
だ
歌
、
っ
て
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
よ
ね
。

皆
さ
ん
は
何
曲
ぐ
ら
い
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て
い
る
と

次
か
ら
次
へ
と
出
て
来
ま
す
。

　

歌
詞
も
見
な
い
で
歌
え
る
人
も
た
く
さ
ん
い
て
、
い
つ

も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
素
敵
な
歌
声
に
い
つ
も

魅
了
さ
れ
ま
す
。
歌
い
続
け
て
い
る
と
お
な
か
が
や
っ
ぱ

り
す
き
ま
す
ね
。

　

秋
だ
け
に
お
や
つ
は
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す
。

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
館
長
（
社
会
福
祉
士
）
髙
橋　

誠

きずな

しらとり

たっち

芸
術
の
秋

元
気
い
っ
ぱ
い
！

運
動
の
秋

食
欲
の
秋

～
た
く
さ
ん
食
べ
て

大
き
く
な
っ
た
か
な
？
～

かがやき

連 雀

岩本町

秋
と
言
え
ば

勉
強
の
秋

あ
ん
し
ん
の
秋

音
楽
の
秋



　

秋
は
四
季
の
中
で
一
番
好
き
な

季
節
な
の
で
、味
覚
も
視
覚
も
聴
覚

も
全
て
使
っ
て
秋
を
感
じ
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

（
き
ず
な　

髙
橋
風
子
）

　

今
年
度
は
保
育
で
食
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
で
、子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
食
欲
の
秋
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り　

菅
沼
由
香
）

　

最
近
は
読
書
を
す
る
時
間
が
と

れ
て
い
な
い
の
で
、今
年
は
読
書
の

秋
に
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
た
っ
ち　

恩
智
温
子
）

　

私
の
誕
生
日
の
季
節
で
す
。金
木

犀
の
香
り
が
し
て
く
る
と
、「
あ
～
。

ま
た
一
つ
歳
を
と
る
な
あ
。」と
自

分
の
年
齢
を
数
え
る
秋
で
す
。

（
岩
本　

三
浦
明
日
香
）

　

秋
は
３
人
の
子
ど
も
た
ち
の
誕

生
日
が
続
き
、冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

…
。出
費
の
秋
で
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

伊
藤
祐
太
）

　

減
量
に
成
功
し
た
夏
で
し
た
が
、

食
欲
の
秋
を
相
手
に
奮
闘
し
て
お

り
ま
す
。�

（
泉
苑　

堀
内
賢
治
） 　

電
車
通
勤
の
車
内
は
大
半
が
ス

マ
ホ
派
の
中
、昭
和
の
私
は
も
っ
ぱ

ら
単
行
本
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

（
緑
苑　

鈴
木
律
子
）

　

秋
に
な
る
と
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス

の
行
方
と
日
本
シ
リ
ー
ズ
が
気
に

な
り
ま
す
。�

（
緑
苑　

村
上
悟
）

　
『
海
を
見
に
行
く
な
ら
秋
』暑
い

夏
で
賑
わ
っ
た
海
も
こ
の
時
期
は

人
が
ま
ば
ら
で
魅
力
的
な
風
景
だ
。

（
あ
さ
ひ
苑　

佐
藤
知
也
）

　

買
っ
た
ま
ま
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
ゲ
ー
ム
を
使

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
し
た
い
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

玉
城
多
美
子
）

　

前
号
に
書
い
た
展
覧
会
が
予
想

以
上
の
大
人
気
で
予
約
が
取
れ
ず

行
か
れ
な
か
っ
た
の
で
、感
染
状
況

が
落
ち
着
い
て
い
た
ら
秋
こ
そ
は

展
覧
会
に
い
き
た
い
で
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

美
術
館
で
絵
を
見
た
後
、ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す

る
の
が
私
の
定
番
で
す
。芸
術
と
食

欲
の
秋
の
一
挙
両
得
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

～
「
〇
〇
の
秋
」
～

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ご
と
く
の
会
の
主

催
に
よ
る
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
通
信
＋

通
学
課
程
＋
実
習
）
を
10
月
2
日
（
日
）
か

ら
緑
苑
を
会
場
に
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

通
学
は
15
日
間
、学
ぶ
の
は
食
事
、入
浴
、排

せ
つ
の
介
護
ス
キ
ル
や
認
知
症
や
健
康
管
理

等
の
高
齢
者
に
関
す
る
基
礎
的
な
科
目
で
す
。

　

講
師
は
、
各
施
設
の
社
会
福
祉
士
や
介
護

福
祉
士
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を

持
つ
、
介
護
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
で
す
。
研
修

に
先
立
ち
7
月
20
日
に
は
講
師
研
修
で
集
ま

り
ま
し
た
。「
入
浴
介
助
は
特
浴
槽
に
入
っ
て

も
ら
い
た
い
ね
」「
排
せ
つ
は
、
実
際
に
紙
お

む
つ
を
着
け
て
も
ら
っ
て
も
い
い
か
し
ら
」

「
何
段
階
か
の
ト
ロ
ミ
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
」
等
々
、
講
師
の
意
気
込
み
を
感

じ
ま
し
た
。

　

初
任
者
研
修
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務

局
又
は
緑
苑
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

か
ん
だ
連
雀
で
は
、
２
０
２
１
年
１
１
月

か
ら
の
３
か
月
間
、「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

効
果
測
定
事
業
」
に
参
加
し
、
ハ
ナ
ス
ト
記

録
（
介
護
業
務
支
援
機
器
）
を
活
用
し
ま
し

た
。
職
員
が
イ
ン
カ
ム
を
着
用
し
話
す
こ
と

で
介
護
記
録
が
出
来
る
、
職
員
へ
の
連
絡
が

出
来
る
機
器
で
す
。
初
め
は
業
務
が
増
加
す

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
必
要
な
部
分
を

音
声
入
力
、
申
し
送
り
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

測
定
事
業
が
終
了
す
る
時
に
は
『
記
録
の
時

間
の
短
縮
と
ご
利
用
者
と
の
関
わ
る
時
間
が

増
え
た
』
と
い
う
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
１
フ
ロ
ア
の
み
で
実
施
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
特
養
全
フ
ロ
ア
で
測
定
事
業

に
参
加
し
ま
す
。
職
員
の
負
担
が
減
り
、
ご

利
用
者
と
関
わ
る
時
間
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀
セ
ン
タ
ー
長　

中
村
小
夜
子
）

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
に
対
し
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
に
基
づ
い
て
、
２
０
０
７
年
か

ら
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
し
て
い
る
の
が

「
く
る
み
ん
認
定
」
制
度
で
す
。

　

く
る
み
ん
認
定
制
度
は
、
一般
事
業
主
行
動

計
画
を
策
定
し
た
企
業
の
う
ち
、
計
画
に
定

め
た
目
標
を
達
成
し
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し

た
場
合
に
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し
て
、「
く
る
み
ん
認

定
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

当
法
人
の
第
５
期
一
般
事
業
主
行
動
計
画

（
し
ん
あ
い
１
２
０
号
で
ご
報
告
し
て
い
ま

す
）
が
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
「
く
る

み
ん
認
定
」を
受
け
ま
し
た
。

～
　
緑
　
苑
　
～

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
講
し
ま
す
！

～
　
か
ん
だ
連
雀
　
～

ハ
ナ
ス
ト
記
録
を
導
入
し
ま
し
た

～
　
く
る
み
ん
　
～

く
る
み
ん
認
定
を
受
け
ま
し
た
！

株式会社アビック　大沢良三　公
益財団法人オリックス宮内財団
　一般社団法人cornerstoneI-
SHI-ZU-E 子どもあそび場研究会
　ソシオキュアアンドケアサポート
　佃パートナーズ株式会社　東京
都食肉生活衛生同業組合　根岸
勢津子　株式会社パイロットコー
ポレーション　緑町睦月会　ロクシ
タンジャポン株式会社　相羽克昭

（2022年6月～2022年8月）

　新型コロナウィルス感染拡
大防止のため2020年2月よ
りボランティア活動のほとん
どを中止いただいています。
　その中でご協力いただき
ました。　

大間洋子　北村よしこ　
児島豊　高倉祥子　根深
正子　野口幸代　村井福
（2022年6月～2022年8月）

ボランティアの御協力
ありがとうございます
（敬称を省略させていただきます）

御寄贈・御寄付ありがとうございます
（掲載を可とされた方のみのお名前です。

敬称を省略させていただきます）

Ⅲ

介護に関するご相談は無料ダイヤルで！

季刊しんあい123 号

法人ウェブサイトは
こちら

Facebook 更新中 採用情報サイトは
こちら
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Ⅰ

Ⅱ

・泉苑　　　老後支援 24 時 間

・あさひ苑　福祉にっこり24時間


